
築
館
町
文
化
財
保
護
委
員
会

伊
治
城
跡
資
料
第

二
集

伊
治
城
跡
出
土
遺
物
目
録
並
文
献
資
料

築
館
町
文
化
財
保
護
委
員
会

，

鬱
■
～



次

一
、
序

二
、
写

●
●
●

●
●
●
●

●
●

●
●
●

●
●
●
●
●

●

●
●
●

●
一
●

一
●
●

●
・
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●

・
●
一
よ

●
●
．
．
．

．
．
●

●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
０
一
。
ゃ
●

●
●
●

●
●
●

・
・
・

一
●
●

・
・
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●

●
●
●
０
●
●

●
●

●

●
●
．

●
●
●

●
●
●

●
●
，
　
　
′

′

三
ヽ
伊

治

城

跡

出

土
・遺

物

日

録

ω

　

土
　

　

器

　

・・…
…
…

…
・…
…
・・…
…

・…
・・…
…

…
・・…
・…

…
・・…
…
・…
。・―
・―
≡
〓

す

真  ・

０

　

そ

９

　

参

　

　

考

六

、

あ
・
と

・が

き

四
ヽ

図
　

版

（
実

測
図
↓

五

ｉ

伊

治

城

に

関

す

る
文

献

資

料

/す   /認雷   /す



序

栗
原
郡
に
歴
史
の
暁
を
も
た
ら
し
た
伊
治
城
の
築
城
は
、
わ
が
築
館
町
城
生
野
の
地
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
城
生
野
台
地
か
ら
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
希
目
瓦
、
円
面
硯
等
た
く
さ
ん
の
出
土
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
い
ま
現
に
城

生
野
照
明
寺
に
当
町
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
物
語
っ
て
い
る
ｏ
´

こ
の
出
土
遺
物
の
目
録
を
今
般
、
東
北
学
院
大
学
助
教
授
、
日
本
考
古
学
協
会
員
の
加
藤
孝
氏
と
同
大
学
学
生
大
橋
泰
子
氏
が
、
長

期
に
わ
た
♭
研
究
集
成
し
、
さ
ら
に
同
大
学
院
生
野
崎
準
氏
が
整
理
を
し
た
の
で
、
今
後
永
く
保
存
じ
考
古
研
鑽
の
好
資
料
に
供
す
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
ｏ
御
活
用
賜
わ
る
な
ら
幸
甚
の
至
つ
て
す
。

昭
和
四
十

五
年

十
月

築

館

町

教

育

委

員

会

教

育

長

千

葉

源

太

― /―



写
真
/ 
空
尿
(城
生
野
合
地
の
東
北
部
)



写真2 空濠 (合地の西北部 )

写真
'(同

上 部 )



凡
例
　
と
、

ａ
フ
一
、

単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一※
印
は
図
上
復
元
に
よ
る
寸
法
で
あ
る

計
測
不
能
の
も
の
は
空
ら
ん
と
し
た



０
　
土
　
師

器  T

土

器

//9 /′2 /ア/ //0 /ιワ /pF /″ /うち /体
番
　
号

土
師

器
甕

破

片

土
師

器
奏

土

師

器

露
イ

土
師

器
鉢

破
片

土

師

器

椀

破

片

土
師

器

合

不

破

片

土

師

器

高

不

土
師

器

不

破

片

土
師

器

不

破
片

称

名

城
生
野
入
要
害

城
生
野
大
掘

（
菅
原
氏
宅

）

城
生
野
大
堀

氏菅
宅原
庄
悦

城
生
野
入
要
害

城
生
野
入
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
大
堀

城
生
野
峯
岸

城
生
野
入
要
害

出
　
　
土
　
　
地

不
　
明
/兄諺 /タタ

米
,す′

米
/つと

不
　

明

突タ

米
すす
米
/27

口
　
径 寸

法

乙タ 翡 ,0 ワJ ア / ワγ ,7
米
ワョ
底
　
径

不

　

明

22ワ ゛/ワ /uす

叢

察ヨ
不
　
明

ワ7

米

`0
宝 0

誅 器
　
高

暗
褐
色

暗
褐
色

暗
裾
色 雪過

内明
裾
黒色

内リロ
黄
黒色

内明
裾
黒色

卵
黄
色

内
　
黒

内明
裾
黒色

色

　

調

木
葉
底
、
ス
ス
付
着

頸
部
に
段
あ
り
、
内
面
に
刷
毛
目

ス
ス
付
着

ス頃
ス部
付に
認
あ
り
、
木
葉
底
、
内
面
輪
積
痕

頃
部
に
軽
い
く
び
れ
あ
り

内
外
共
に
研
磨

付
高
台

不
部
の
腹
部
に
内
外
面
共
に
軽
い
段
を
有
す
。

底
部
に
刷
毛
目
痕
あ
り

底
部
附
近
に
段
を
も
つ
丸
底

特

徴

― す―



/2γ /郷 /辺 /2/ /賜 //ワ //′ //ク //と //す //字

番

　

号

土
師

器

甕

破

片

土

師

器

奏

破

片

土

師

器

甕

破

片

土
師

器

甕

破

片

土
師

器

甕

破

片

土
師

器

甕

破

片

土

師

器

甕

破

片

土

師

器

奏

破

片

土

師

器

甕

破

片

土

師

器

奏

破

片

土

師

器

奏

破

片

名

称

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
唐
崎

城
生
野
要
害
別
当

城
生
野
要
害

城
生
野
大
堀

（
爆
島
氏
宅

）

出
　
　
土
　
　
地

不

　

明

米
/hθ
※
2ゆワ

米

/よ0
米

認少′

米
認a′

米
2/0

米

29タ
米

認/′ 米務
※

認0す
口
　
径 寸

法

夕 0

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

底

　
径

不

　

明

不

　

明

不
　
明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

器
　
一局

明
裾
色

明
褐
色

明
褐
色

明
褐
色

明
褐
色

明
裾
色

明
褐
色

明
褐
色

明
裾
色

明
裾
色

赤
褐
色

色
　
調

底
部
須
恵
質
か
、
押
型
痕

小
型
、
内
面
に
刷
毛
目

頃
部
外
反
著
し
い
、
外
面
刷
毛
目

小
型
の
密

外
面
に
刷
毛
目
あ
り

内
面
刷
毛
目
あ
り

外
面

ロ
ク

ロ
痕

内
面
に
う
す
ぃ
刷
毛
目
あ
り

押
型
痕
、
機
嬢
痕
あ
り

特

徴

― と一



だ タ /J` /fす /ヨγ /J゛ /3記 /θ/ /゛0 ′

"
/″ /″ /2と /必

土

　
錘

土
　
錘

土
　
錘

土
　
錘

土
　
錘

土
　
錘

（
土
師
器

）
土
　
錘

土
師

器

灯

明

皿

土
師
器
有
孔
底
部

土
師

器

台

脚

破

片

土
師

器

台

脚

破

片

土
師

器

台

脚

破

片

土
師

器

甕

破

片

城
生
野
大
堀

城
生
野
唐
崎

城
生
野
大
堀

城
生
野
大
堀

城
生
野
大
堀

城
生
野
大
堀

城
生
野
大
堀

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害
照
明
寺
裏

城
生
野
要
害
照
明
寺
畑

城
生
野
大
堀

城
生
野
地
蔵
堂

城
上
野
唐
崎
建「
新
離
肋
広
場
・

欠ど 突 と 察 ′ 突 と 室

`
察混 ′0

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不
　
明

不

　

明

宝θ 夕つ ガ Я

`

F0 すと

ヨ2 ′ J iタ 宝す 突す 宝

`
辻 ど /ク

不

　

明

不
　
明

不
　
明

不

　

明

不

　

明

明
褐
色

黄
禍
色

明
褐
色

明
褐
色

明
褐
色

明
穏
色

明
褐
色

黄
白
色

内粥
褐
黒色

赤
褐
色

明
褐
色

明
褐
色

明
裾
色

球
形

（
数
字
は
直
径
）

紡
錘
形

（
数
字
は
最
大
径
、
全
長

）

円
筒
形

円
筒
形

円
筒
形

円
筒
形

円
筒
形

糸
切
底

底
部

の
み
、

こ
し
き
か

小
型
、
水
磨

を
う
け

て
い
る

刷
毛
目
ぁ
り

手
狸
ね

外
面

へ
ら
磨
き
、
内
面
刷
毛
目
痕

― ター



/字0 /fワ /ヨ′

番
　
号

土

師

器
叶

婿

火
　
口

土
　
錘

　

十

名

称

城
生
野
大
堀
菌
代
田

城
生
野
峯
岸

（
購
額
幸
七

）

城
生
野
要
害
照
明
寺
畑

出
　
　
土
　
　
地

/υJ 家/
口
　
径 寸

法

察認 タラ

底
　
径

′す 認/タ 2す
器
　
一局

☆
白
色

黄
褐
色

明
福
色

色
　
調

粘
土
中
に
小
石
を
含
む

（
頸
部
径

・
根
部
径

・
全
長

）

球
形

（
数
字
は
直
径

）

特

徴

①

須

意

器

/字ど /察す /字γ /γ9 /短 /字 /
番
　
号

須

恵

器

高

蓋

破

片

須

忘

器

高

蓋

破

片

須

恵

器
高

盤

破

片

須

恵

器

蓋

破

片

須
恵

器
不

破

片

須

忘

器

不

破

片

名

称

城
生
野
要
害

城
生
野
地
蔵
堂

城
生
野
唐
崎

（
輪
跡
努
氏

）

城
生
野
入
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
峯
津

出
　
　
土
　
　
地

不

　

男

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

男

不

　

明

口
　
径 寸

法

不
　
明

不

　

明

米

/27
不

　

明
と認 Ьせ

底
　

径

h゛ ヨJ
不
　
粥

不

　
明

不

　

明

不

　

明

器
　
一局

灰
　

色

暗
灰
色

明
灰
色

灰
　

色

青
灰
色

青
灰
色

色
　
調

一
部
に
釉
あ
り

鋤
久
失
、
裏
に

「
カ
エ
リ
」
あ
り

糸
切
底
、
火
簿
あ
リ

　

ヘ
ら
書

戸
大
」

糸
切
底
、
墨
書

「
占
巾
」

特

徴

― ′―



/す7 /1と /すタ ′占
`
/SS /ゆイ /S亀 ′とa /す/ /″ /7ワ /箸 /字ク

須

意
器
飯
破
片

須
恵
器
甑

破
片

須
恵
器
鉢
破
片

須
恵
器
壼

破
片

須
恵
器
重

破
片

須

恵
器
重

破
片

須
忘
器
長
頃
壼
破
片

須
恵
器
長
頸
重
破
片

須
恵
器
長
頸
菫
破
片

須
忘
器
長
頃
壼
破
片

須
恵
器
長
頸
重
破
片

須
恵
器
高

盤
破
片

須
恵
器
高
盤
破
片

城
生
野
唐
崎

城
生
野
唐
崎

城
生
野
唐
崎

城
生
野
若
宮
入
幡
西
方
小
塚

城
生
野
唐
崎

城
生
野
要
害

城
生
野
唐
崎

城
生
野
唐
崎

城
生
野
峯
岸

城
生
野
峯

峯
中
島

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

米

9とつ

米

ヨタす

米
290 220

不
　
明

不
　
明

不
　
明

不

　
明

不

　

明

′θ

不

　

明

不

　

明

不
　
明

不
　
明

不

　

明

不
　
明

不

　

明

米

夕す

米

/20
不
　
明

不
　
明

不
　
朔

不
　
明

不

　
明

不

　

明

不
　
明

不

　
明

不
　
明

不

　

舅

不
　
明

不

　

明

不

　

明
宝 ワ す と 22 ′タ ,/ 実 す ′ γ

灰
　
色

灰
白
色

明
灰
色

灰
　

色

暗
灰
色

明
灰
色

暗
灰
色

明
灰
色

暗
灰
色

暗
灰
色

暗
紫
色

灰

　

色

灰
　

色

内
外
と
も
ロ
ク
ロ
痕

外
面
押
型
文
　
把
手
あ
り

内
外
と
も
ロ
ク
ロ
痕

外
面
平
行
線
押
型
　
内
面
青
海
波
文

外平
面底
への
ら底
目部

静内
止面
糸口
切ク
底ロ

高
台
付

の
胴
部
内
外
と
も
ロ
ク
ロ
痕

小
型
の
長
頸
壷
か

一
部
に
釉
ぁ
う

脚
部
内
面
に

「
絞
♭
」
痕

― ワー



″ 0 /とワ /ち′ /どク /と笞 /とす /Ьγ /Ьぎ /ど認 /と / /ど0
番
　
号

須

恵

器
甕

破

片

須

忘

器

奏

破

片

須

恵

器

奏

破

片

須

恵

器

甕

破

片

須

恵

器

奏

破

片

須

恵

器

甕

破

片

須

恵

器

奏

破

片

須

恵

器

甕

須
忘
器
把
手
破
片

須
恵
器
把
手
破
片

須
恵
器
把
手

破
片

名

称

城
生
野
地
蔵
堂

城
生
野
地
蔵
堂

城
生
野
唐
崎
花
ノ
木

城
生
野
要
害

城
生
野
地
蔵
堂

城
生
野
要
害

城
生
野
地
蔵
堂

（
臨
輔
豊

）

城
生
野
要
害
別
当

城
生
野
要
害

城
生
野
峯
岸

城
生
野
要
害
照
明
寺
畑

出
　
　
土
　
　
地

米
2h0
米
毘/0

米
認よす
米
2/0
米
諺宝0

米
/ク0
米
2夕す /ク す

口
　

径 寸

法

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明
/ユす

底
　
径

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明
ぎ0タ

器
　
一島

灰

　

色

明
灰
色

灰
　
色

暗
灰
色

灰
　

色

灰
　

色

灰
　

色

明
灰
色

灰
自
色

暗
灰
色

暗
灰
色

色

　

調

内
外
面
と
も

ロ
ク
ロ
痕

口
唇
部

太
辛

内
面
に
刷
毛
目
、

口
唇
部
に
ひ
ね
り
あ
り

内
面
に
刷
毛
日
、
外
面
に
押
型

内
面
に
段

外
面
に
押
型

　

一
部
釉
あ
り

内
外
面
と
も

ロ
ク
ロ
痕

外
面
格
子
目
押
型
　
内
面
青
海
波
文

一
部
釉
あ
り

長
さ
五

・
〇
　
巾
三

・
○

長
さ
五

。
一
　

巾
二

・
八

長
さ
四

。
○
　
巾
二

・
四

特

徴

― /0-



/子S /『2 /F/ /♂0 /タワ /ク′ ノタク /夕と /クす /夕γ /夕θ /72 /夕 /

須

恵
器
大
甕
破

片

須
恵
器
大
奏

破
片

須

恵
器
大
奏
破
片

須
恵
器
大
甕
破
片

須
恵
器
大
甕
破
片

須
恵
器
大
奏
破
片

須
意
器
大
奏

破
片

須
恵
器
甕
破
片

須

恵

器

甕
破

片

須
恵
器
奏
破
片

須
恵
器
甕
破
片

須
恵
器
奏
破
片

須
恵
器
奏
破
片

城
生
野
唐
崎

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
唐
崎
田
端
屋
敷

城
生
野
唐
崎

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
要
害

城
生
野
地
蔵
堂

城
生
野
要
害

城
生
野
地
蔵
堂

米

す00
米

す俊0
米

2哉 0
米

22′
諧

2“θ

米

2察θ

米

2と 0
米

2乙0

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

甥

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

不

　

明

灰
　

色

黒
　

色

黒
　

色

里
〔　
色

灰
　

色

灰

色

黒
　

色

灰
　

色

灰
　

色

赤
紫
色

明
灰
色

灰
　

色

明
灰
色

長
さ

九

・
○

口
．群
部
ひ
ね
り
返
し

単
線
波
状
支
三
段
　
長
さ
七

・
○

長
さ
五

・
五
　
櫛
波
状
文

一
段

長
さ
八

・
八
　
単
線
波
文
三
段

あ口
塘
郵
爵
魏
勁
嘘
七し
ぁ
コ
、
櫛
波
状
文
二
段

瓢解
螂
純
泌勘
難
し
ぁ
り

一口
段唇
の部
櫛ひ

波ね
状 う
支返
あし

りあ
り

内
外
面
と
も

ロ
ク
ロ
痕

内
外
面
と
も

ロ
ク
ロ
痕

内
外
面
と
も

ロ
ク
ロ
痕

内
外
面
と
も

ロ
ク
章
痕

　

釉
ぁ
り

内
外
面
と
も

ロ
ク
ロ
痕

内
外
面
と
も

ロ
ク
ロ
痕

― //一



/′7
番
　
号

須
忘
器
大
甕
破
片

名

称

城
生
野
唐
崎

出
　
　
土
　
′
′地

口
　
径 寸

法

底
　
径

器
　
一局

灰

　

色

色
　
調

雑
騨
苑
舛
八
櫛
波
状
支

一
段

特

徴

二
、
そ

④
　

他

/″ /子も /ζS
番
　
号

異
形
須
恵
質
土
器

須
意
質
土
師
短
頃
壷

須
恵
質
土
師
器
杯

名

称

城
生
野
唐
崎
花
ノ
木

城
生
野
大
堀

城
生
野
要
害

出
　
　
土
　
　
地

不

　

明

米
/0, /,す

口
　

径 寸

法

米
/2`

不
　
粥

夕γ
底

径

不

　

明

不

　

粥
宝 /

器

高

暗
灰
色

赤
裾
色

明
褐
色

色

　

調

底
部
に
多
貌
の
盲
孔
あ
り

へ
ら
切
底
、
墨
書

「
今

（
？

）
」

特

徴

i恐患

携

行

砥

石

城
生
野
峯
岸

ワ0

uと

α 7

長

径

短

径

― /認―



三
、
参

考

/ワワ /ワ′ /″ /ワ

`
/7j /ワ字 /7J /ワ 認 /7/ /ワθ /Jワ

番

　

号

土

師

器

器

台

土
師

器

器

台

土
師

器

灯

明

皿

土
師

器
台
脚
破
片

士
師

器

観

土
師

器

甕

土

師

器

坤

破

片

土
師

器

対

土
師

器

壷

須

恵

器

甕

破

片

須

恵

器

礫

名

称

尾
松
鹿
島
神
社

尾
松
鹿
島
神
社

尾
松
鹿
島
神
社
司
宅

尾
松
鹿
島
神
社
境
内

根
岸
熊
川

根
岸
熊
川

根
岸
富
大
沢

迫
川
川
底

追
川
川
底

姫
松
狐
崎
ど
ぶ
沢
囲

根
岸
下
熊
川

出
　
　
土
　
　
地

′毘

来 不
　
明

タク

不

　

明
/ア 0 /`紗

不

　

明
7意 たク ああ誉済す

口
　

径 寸

法

不

　

明

米
/9タ iす ,9 iす uす ′ 認 家/ i字

米 不

　

明
20
底

　
径

不

　

明

不

　

明
/9

不

　

明
/hJ /認▼

不

　

明
/■ク
米
2u゛

不
　
明

′′

全

　

一島

黄
褐
色

黄
褐
色

明
褐
色

明
褐
色

暗
褐
色

暗
裾
色

明
裾
色

明
裾
色

明
禍
色

明
灰
色

黒

　

色

色
　
調

一
九
人
と
同

一
の
器
形
と
思
わ
れ
る

三
孔
あ
り

糸
切
底

手
握
ね
破
片

痛醸
離
審
酪一肺
絆
にス円ス跡
嵯
孔

頸
部
に
軽
い
段
あ
り
、
ス
ス
付
着

刷頸
毛部
目は
あ打
うち

き
、
底
部
は
焼
成
前
に
穿
孔

内
外
共

へ
ら
で
磨
か
れ
て
い
る

外
面

へ
ら
研
磨
、
小
さ
い
平
底
が

つ
く

複
合
口
縁

内
面
輪
積
痕
、
日
唇
ひ
ね
り
返
し

櫛
目
文
あ
り
、
丸
底

特

徴

― /J―



毘0す 20ネ 20゛ 202 認0/ 200
番
　
号

勾
　
玉

責

金

具

責

◇

具

責

金

具

蕨

手

刀

蕨

手

刀

名

称

根
岸
富
大
沢
蝦
夷
穴

根
岸
富
大
沢
蝦
夷
穴

根
岸
富
大
沢
蝦
夷
穴

根
岸
富
大
沢
蝦
夷
穴

根
岸
富
大
沢
蝦
夷
穴

根
岸
富
大
沢
蝦
夷
穴

出
　
　
土
　
　
地

u/ す / 家

`
箕 す /タ タ ″F0

長
　
径 寸

1法

/す 2/ /字 /J 乏′ dタ
短
　
径

X/ ,ク 0す ゆす υ゛ つす 厚

暗
赤
色

色
　
調

め
の
う
か
、
頭
部
久

４
谷

ノ
の
字
形

鉄
製
、
銹
化
著
る
し
い

青
銅
製

育
銅
製

鉄
製
、
三
片
に
分
離
、
銹
化
著
る
し
い

鉄
製
、
銹
を
落
し
て
磨
い
た
も
の

特

徴

― /タ ー

備
　
　
　
考

一
、
遺
物
番
号
は
、
伊
治
城
跡
資
料
第

一
集
に
続
い
て
付
け
た
。

二
、

「
須
意
器
質
土
師
器
」
と
は
、
製
作
方
法
は
、
須
忘
器
の
手
法
に
よ
う
な
が
ら
、
焼
成
が
き
わ
め
て
悪
く
、
土
師
器
と
同
様
の
色
調

を
も
っ
も
の

で
あ
る
。

三
、
図
版

（
実
測
図
）
の
中
、　
一
号
～
四
号
は
、
伊
治
城
跡
資
料
第

一
集
に
掲
載

で
き
な
か
つ
た
鐙
瓦
で
あ
る
ｏ

一
〇
号
、
二

一
号

、
四
二
号
は
、
第

一
集
の
墨
書
土
器
で
修
正
の
た
め
載
ぜ
た
ｏ

四
、
遺
物
番
号

一
八
九
～
二
〇
五
号
の
も
の
は
、
本
目
録
に
載
せ
る
べ
き
も
の
で
な
い
が
、
照
明
寺
所
蔵
の
中
か
ら
須
恵
器
と
土
師
器
を

「
参
考
」

（
城
生
野
地
域
外
出
土

）
と
し
て
掲
載
し
た
。



（実

図
〕

批 測

１
、
遺
物
番
号
一
号
々
四
号
は
「第
一
集
」
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
錯
瓦

で
あ

る

２
、
同

一
〇
；
、
二
一
号
、
四
二
号
は

「
第

一
集
」

の
墨
書
土
器
で
、
修

正
の
た
め
載
せ
た

９
う
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
一
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伊

治

城

に

関

す

る

文

献
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資
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伊
　
治
　
城

に
　
関
　
す

る
　
文
　
献

「

続

本

紀

」

神
譲
景
雲
元
年
十
月
十

五
日
。

勅
ｏ
見

二
陸
奥
国
所

一
レ
奏
ｏ
即
知
二
ゃ
治
城
作
了

・ｏ
自

レ
始
至

レ
畢
ｏ
不

レ
満

三
三
旬

・
ｏ
朕
甚
嘉
焉
ｏ

同
年
十
月
二
十
九
日
。

置

二
陸
奥
国
栗
原
郡

一
。
本
是
伊
治
城
也
ｏ

同
年
十
二
月
十
六
日
ｏ

勅
ｏ
陸
奥
国
管
内
及
他
国
百
姓
。
楽

レ
住

二
伊
治
桃
生

一
者
。
宣
下
任

二
情
願

一
。

随
レ
到
安
置
。
依

レ
法
給

上

レ
復
ｏ

神
護
景
雲
三
年
二
月
十
七
日
。

勅
ｏ
陸
央
国
桃
生
ｏ
伊
治

二
城
ｏ
営
造
己
畢
ｏ
阪
土
沃
褻
ｏ
其
毛
豊
饒
ｏ
宜

レ
令

乙
坂
東
入
国
ｏ
各

募

二
部
下
百
姓

・
。
如
有
下

情
好

二
農
桑

一
就

二
彼

地
利

一
者

上
。
則
任

レ
願
移
徒
ｏ
　
随
レ
便
安
置
甲
。

― /す ―



同
痒
六
月
十
一
帽
ｏ　
　
　
　
　
　
・

浮
宕
晉
姓
二
千
五
百
餘

入
置

工
陸
奥
国
攀

治
対

・
。
　
・

　́

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，
　

・

宝
亀
十

一
年
三
月
二
十
二
日
ｏ
　
　
　
´

陸
英
国
上
治
郡
大
領
外
従
五
位
下
伊
治
公
皆
床
娼
反
。
率

工
徒
衆

一
殺

二
穣
察
使
参
議
従
四
位
下
紀
朝
臣

広
純
お
伊
始
城

・
ｏ

「
　
日

本

後

記

」

延
暦
十
五
年
十
■
月
二
日
ｏ

陛
奥
尉
伊
治
坂
■

玉
造
墓
。
相
去
廿
五
里
。
中
間
置

レ
駅
。
以
輔
二
機
急

一
。

同

年

十

一

几

二

十

一

日…

。
　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

発
桑
湘
横
ｏ
武
蔵
ヽ

と
総
。
常
陸
ｏ
上
野
。
下
野
ｏ
出
羽
ｏ
越
後
等
国
民
九
千
人

一
。
遷
二
電
陸
英
国
伊
治
城

・

延
暦
十
八
年
二
月
七
日
ｏ

陸
奥
国
富
田
郡
併

二
色
麻
郡

】
。
讃
馬
郡
併

工
新
田
郡

・
。
登
米
郡
併
〓
小
田
郡

一
。

― /ど―



る

論

イ
支

伊
　
治
　
城

に
　
関
　
す

「
票

原

郡

旧

地

考

」

伊

治

　

栗

原

考

・正
卑
年
載
る
所
既
に
如

レ
此
称
徳
帝
神
護
景
雲
元
年
初
に
栗
原
郡

ぞ
置
き
た
な

へ
う
ｏ
本
是
伊
治
城
也
と
見
え
え
る
城

の
字
は
村

の
字

を

写
あ
や
な
れ
る
ら
ん
。
同
三
年

の
記
に
は
伊
治
村
と
有
、
桓
武
帝
延
暦
十

一
年

の
記
に
も
伊
治
村
と
見
え
た
れ
ば
伊
治
村

を
本
居
に
て
新
国

郡
を
置
は
べ
る
な
ら
ん
。
伊
治
村

を
郡
と
志
せ
ば
其
後
此
城

の
事
は
用
な
き
事
な
れ
共
右

の
ご
と
く
、
し
ば
し
ば
見
え
た
れ
ば
此
城

を
郡
と

し
て
給
え
る
に
は
非
る
事
明
ら
け
し
ｏ
抑
て
伊
治
城

の
墟
は
其
地
に
知
る
べ
か
ら
ず
に
し

て
先
輩
の
考
も
な
し
。
僣

に
按

る
に
許
は
伊
治
郡

一

と
許

レ
野
と
い
ふ
べ
き

を
栗
原
郡
と
し

て
名
付
け
ら
れ

た
る
は
必
近
き
あ
た
ク
に
栗
原
と
い
ふ
名
付

け
た
る
所
、
有

る
に
因

っ
て
、
栗
原

を

″

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

も

っ
て
名
付

ら
れ

つ
ら
ん
。
野
は
今

の
栗
原
村

を
さ
す
に
や
あ
ら
ん
。
姉
歯

の
松
、
栗
原
寺

な
ど
今
に
絶

へ
ぬ
名
高
と
所
有
れ
ば
な
り
、
其

墟
は
そ
の
近
き
あ
た
う

な
ら
ん
と
は
思
は
る
れ
ど
伊
治
と
い
ふ
は
所

の
小
名
に
さ

へ
な
け
れ
ば
考
定
め
が
た
け
れ
ど
そ
も
そ
も
城
国
野
と
い

ふ
所
な
ど
や
そ
れ
な
り
け
ん
。
今
も
栗
原
村

よ
う

い
と
近
く
て
往
昔
は
栗
原
村

工
♭
分
れ
し
村
な
り
け
ん
栗
原
村
城
生
野
共
に
二
迫

の
う
ち

な
り
又

一
迫
の
内
伊
豆
野
と
い
ふ
所
有
は
音
近
け
れ
ば
是
に
や
と
も
思
は
る
れ
ど
、

よ
く
考
れ
ば
此
地
む
か
し
は
新
田
郡

の
内
な
ヶ
け
ん
と

お
ぼ
じ
き
形
勢

な
り
。
慶
安

五
年
と
か
や

一
迫
を
真
坂
村

の
う
ち
に
て
堰
止
め
新
に
み
ぞ
を
開
き
刈
敷
村

の
内
伊
豆
野
原
と
い

へ
し
野
原
新

基
し
て
民

を
移
し
新
に

一
村
と
な
じ
給
ひ
し
か
や
此
み
で
数
里
に
し

て
若
柳
村
大
日
と
い
ぶ
所

よ
う
新
田
沼

の
下
流

へ
入
也
ｏ
堰
を
伊
豆
野

堰
み
ぞ
を
、
新
堀
と
い
ふ
や
。
亦
三
ノ
迫
石
越
村
も
な
た
伊
治
越
に
は
あ
ら
し
子
ｏ
仮
名
字
は
違
ひ
た
れ
共
み
ち

の
く

の
方
言
に

て
は
、
さ

も
な
ま
♭
ぬ
ぺ
く
思
は
る
れ
ど
許
は
古

の
讃
馬
郡
の
地
に
や
あ
ら
ん
と
思
は
る
る
地
形
に
し
て
、
そ
の
か
み
の
栗
原
郡
の
分
野
に
は
非
る
ペ

じ
此
の
事
送
流
志
別
石
神
社

の
件
に
委
敷
云
ふ
べ
し
。
又
小
図
に
て
、
其
趣
を
し
る
べ
き
も
の
ぞ
と
記
し
て
、
弘
化
四
年
六
月
十
二
日
其
の



跡
尋
に
思
ひ
立

て
行
い
し
に
刈
敷
村
な
る
安
左

工
門
と
い

へ
る
翁
さ

る
事
に
心
を
と
す
る
人
な
う
と
関

て
尋
問
ひ
侍
う
し
に
此
命
日
頃
考
置

，

じ
と
い
ふ
人
々
の
も
の
取
出
し
て
示
し

ぬ
る
を
と
う
見
し
に
、

一
迫
刈
敷
村
金
田
安
左

工
門
智
義
考
城
生
野
古
城
址
考

岡
野
東
西
三
百
九
十
間
、　
一
古
城
南
北
四
百
六
十
間
、
但
地
形
、
円
形
東
西
北

卜
低

ク
詢

ヨ
リ
坤

二
廻
り
山
続

キ
也
右
古
城
開
基
年

月

絶

ヘ
テ
是
ノ
知

ル
者

ナ
ン
灸

工
隣
畑
刈
敷
村
金
田
安
左

ェ
門
地
銘

二
基
キ
地
理
フ
以

テ
往
古

ノ
風
ノ
考

ヒ
里
人

二
示
是
其
所
以

テ
尋

ル
生

其

地
形
高
野

エ
ン
テ
四
方
数
百
間
也
ｏ
形
円

口
三
方
低
ク
南

ヨ
リ
東

へ
廻
り

一
ノ
峡
ノ
大
川
在
乾

ヨ
ヶ
北
ノ
方

フ
廻
り

一
ノ
峡
荒
瀬
川
流
下

リ

テ
古
械

ノ
東

ニ
テ
南
北

ノ
両
川
落
合
為
、　
一
川
西

ノ
方

ハ
黒
瀬
ノ
湖
水
十
六
丁
余
り
満
此

三
方

ヨ
リ
寄
付

ク
フ
能

ハ
ズ
廓

ノ
巽

ョ
リ
坤

二
廻

り

一
方
山
続
キ
ア
リ
テ
今

か
大
仏
殿

ノ
境
内
ト
ナ

ル
山

ノ
南
面
屏
風
立

ノ
如

ン
岩
鹿

エ
ン
テ
其

ノ
フ
モ
ト

ノ

一
川
流
下
り
不

レ
鳥

ン
テ
通

フ

コ
　
ト

能

ハ
ス
大

仏

殿

ノ
東

方

川

ノ
崖

二
横
幅
六
七
間
切
崩
ァ
足
並

ノ
能

キ
所

エ
ア
リ
此
所
則
古

ノ
追
手

卜
見

エ
テ
其

ノ
城

ノ
下

夕
川

ノ

水
底

ハ
板
岩
ナ
ル
ニ
橋

か
柱
ノ
建

テ
だ
穴
指
渡

シ
三
四
尺
程

工
見

ヘ
テ
今

二
有
り

一
二
ノ
峡
両
川
落
合
ヲ

〆
切
り
此

ノ
三
方

工
水
満
又
坤

ノ

一

山

ツ
ゾ
キ

エ
取
手

ヲ
構

ヒ
堅
メ

ル
ト
キ
ァ
天
下

ノ
勢
襲
来

ル

モ
攻

メ
入

ル
能

ハ
ス
名

城

ノ
地
理
と
ｏ
佐

ノ
丸

ノ
内
東

ノ
方

工
唐
崎

卜
云
テ
畑

だ一

ノ
内

一
今
、
一
古

裕

ア
リ
此
地
中

ヨ
リ
時

々
屋
根

瓦
フ
掘

出

ス
ト

云

ヘ
リ
、
又
地

名
城

生
野

卜
云
伝

ア

ル
ノ
以

テ
往
古

ノ
鑑

ミ
探

題

ノ
名
将

此

地
ヲ
城
廓

卜
撲
ミ
居
城

シ
玉

フ
ト
見

工
然

ン
ド
星
霜

ア
歴

ン

コ
ト
千
有
数
百
年

ノ
．昔
ナ
レ
パ

開

キ

ン
大
崎

ノ
名

モ
曾

ヲ
不
知
亦
城
廓

ア
リ

ン
ト

モ
今
此

地

二
住

ム
人
ト

テ

モ
夢

ニ
メ

ニ
不
知
、
故

工
古
代
取
立

玉

ヘ
ン
将
、
替
り
年

移
リ

テ
後

二
城
廓

共

二
荒

廃

ン
テ
元

ノ
広

野
ト
ナ
リ

ン

フ
田
畑

ト
ナ

ン
上
代

ノ
堪

ノ
ミ
許
り
城
生
野
邑
卜
残
リ

ン
４

云
爾
。

と
あ
夕
猶
も
自
ら
語
勤

て
日
く
、
此
刈
致
と

い
ふ
あ

た
り
古
は

い
ち
沼
と

い
ひ
し
所
也
ｏ
築
館
村

よ
う
若
柳
村

の
あ
た
り

ま

で
ひ
と

つ
づ

き

の
野
に

て
そ

の
野

を
云
ひ
、
其

の
南

を
い
づ
沼

と
名
付
け

（
是
則
新

田
沼
也

）
其
北

の
方

は
水
た
な

る
沼

に
も
非

水
沢

の
地

に
て
深

し

て

海

え
る
薮
沢

也
し
是

を
ば

い
づ
沼
と

云
け

る
。



〓

慶
愛

の
初
に

ゃ
国
君

（
肯

山
公

）
出
馬

な
し

ま
し
け
る
時

か
く
空
闊

の
地
む
な
し

く
置
国

に
主

し
た

る
者

の
し

る
。
然

ば
と

て
御
供
に

さ

む
ら
ひ
し
古
内
主
膳

と
と
も

を
す
国
老

の
人

に
い
わ
ゆ
る
べ
き

と
し

の
仰
事

あ
り
し
に
よ
り

て

一
通

川

を
真
坂
村

の
か
み
に

て
堰
渠

を
開

き

年
月
に
思
ひ
は
か
り

た
ま

へ
今

の
ご
と
く
田
処
と
は

な
り

ぬ
。
か
く
も
申
伝

の
侍

る
と
語
う

ね
。
許

は

か
の
れ

か
ね

て
ょ
り
そ

の
伊

豆
沼
、

伊
豆
野
な
ど

い
ふ
名
寄
、
有

所

と
思

ひ
居
り

し
が
正
敷
有

け

る
と

い
と
う
れ

し
く

て
聞
居

た
り
ｏ

い
づ
沼

と
そ

の
城
生
野

の
岡

の
下
に

て
今

は
堀

口
村

の
樟
村
刈

敷
村
沼
崎
村

な
ど
云

へ
る
村
な
ど

の
田
所
と
は

な
り

ね
る
と
は
十

四
日
の
日
誌

と
も
に
出

レ
立
彼
跡
見
に
罷
り

ぬ
ｏ

其
大
手

口
に

て
や
有
け

ん
と
い

へ
る
処

を
さ
し

の
ぞ
き
見

る
に
川

の
西

よ
り
い
と
高

う
し

て

（
高

サ
十

四

五
丈
余

フ
有

可
し

）
中
間
に
升
形

と
か
や
い

へ
る
様

の
所

も
う

つ
つ
に
残
れ
っ
橋
柱

の
建
し
と

い
ふ
穴

は
此
頃

の
霜

雨
に
水

が
さ
増
り

ぬ
れ

ば
濁
う

て
見

え
ざ

れ
ど
も
誰

も
誰

も
と
く
知
り
た
る
事

な
れ
ば
偽

な
ら
ぬ
事
在

る
な
し
。
又

二
人
し

て
其

升
形

の
処

よ
つ
歩

み
出
し

て
北

の
は

て
な
で
い
く
ば

く

か
有
と
た
め

し
、

又
東

よ
り
西

へ
歩

み
た
め
し

て
ひ

ね
ヽ
す
に

し
て
其

の
有
様
委

し
く
見

待
り

ぬ
ｏ
又

西

の
方
黒
瀬

村
と
名
付

所
有
は
、
古

は
沼
に
、

歩

ろ
ち
住
け

る
は
長
者

が
原

（
黒
瀬
村

に
長
者
屋
敷
、
長
者

ケ
原
な
ど

云
所
有

）
な
る
長
者
、

い
と
多
る
は
し
蓬
娘

こ
も
り

て
通
ひ
来
り

し
に
、

そ

の
か

へ
る
所
し
ら
ん
と
ね
ご
と

な
き

に
針

を
付
裳

す
そ
に

さ
し
た
り
し
に
其
針

に
な
や
み
て
死

た
り

し
と

か
や
、
其
時
黒
韓
清
れ

は

ひ
け

る

よ
り
黒
涙

と
名
に
負

へ
た
り
し
と
な
ら

ん
。
其
主

し

の
か
ろ
ち
、

う
せ

て
よ
う
水

か
れ

て
今

の
ご
と

く
田
処

と
い
ぶ
ャぃ
と…
．力ヽ
や
、
猶

其

の

ぁ

た
り

の
形
勢

小
図
に
う

っ
し

て
後

に
付

。

註
。
「
栗
原
郡
旧
地
考
」
は
岩
崎
綱
雄
氏
の
著
述
に
な
る
も
の
で
、
岩
崎
氏
は

「
栗
原
郡
誌
」
に
よ
れ
ば
栗
原
郡
北
宮
沢
村
（
現
古
川
市
）

に
天
明
八
年

に
生

な
れ
、
天
資

頴
異
少

よ

り
学

を
好

み
、
身
劇
職

に
あ

る
も
朝
誦
夜
読
、

博

ぐ
群
籍
を
渉
猟
し
、
苦
心
精
思
編
集
に
従

事
す
。
其
著
は
す
所
救
荒
摘

要
、
栗
原
外
数
郡

の
旧
地
考
、
和
文
詠
史

百
人

一
首
、
源
氏
物

語
巻

々
の
詠
、
兵
要

評
判
、
縦

横
集

等

八
十
余
冊

あ
り
ｏ
慶
応

二
年

七
十

九
に
し

て

歿
す
。

な
か
墓
碑

に
は
文
久

三
年

八
月
十

六
日
歿
、

七
十

四
才
と
あ

る
ｏ

工 /ワ ー



「
陸

奥

国

伊

治

城

婉

考

」

国
史

二
見

ユ
ル
伊
治
城

ノ

旧
址

ハ
、
史
家

ノ
索

メ
テ
獲
ザ

ル
所
ナ
リ
、
然

ル

ニ
今

ヨ
リ
五
六
十
年
前
、
奥
州
栗
原
郡
刈
敷
村

ノ
農
安
右
衛
門

（
金
田
氏
、
名

ハ
智
義
、
撃
剣

二
長

ズ
嘉
永
六
年
正
月
歿
、
年

六
十
九

）
ト
イ
フ
者
隣
村
城
生
野
村

二
一
大
城
墟

ア
ル
フ
発
見

ン
テ
城
生
野
古

城
址
考

ト
イ

フ
ア
著

ハ
ン
タ
レ
ド
、
未
ダ
何
人

ノ
築

キ
ン
何
城

ナ
ル
，
考

へ
得
ザ
リ

シ

ェ
、
弘
化

四
年

六
月
同
郡
北
宮
沢
村

ノ
農
正
之

丞

（
岩

崎
氏
、
名

ハ
綱
雄
、
樺
翁
卜
号

ス
、
伊
勢

ノ
白
子
駅
ノ
国
学
家
沖
安
海

ノ
門
人
、
文
久

三
年

八
月
歿

ス
、
年

五
十

七

）
安
右
衛
門

ノ
許

フ
訪

ヒ

テ
、
相
携

ヘ
テ
右

ノ
古
墟
ン
探
討

ン
テ
、
是

レ
伊
治
城
址
ナ
リ
ト
考
定

ン
、
其
著

「
栗
原
郡
旧
地
考
」
中

工
記

ン
テ
略
地
図
フ

モ
掲
メ

タ
リ
、

余
未
ダ
其
地
ヲ
実
践

セ
ザ

レ
バ
、
其
拷

ヘ
ノ
官

レ
刊
ャ
猾

だ
甘
＾
断
言

ス
ル
コ
ト
能

ハ
ザ

レ
ド
、
伊
治
城
址
ヲ
説

キ

ン
モ
ノ
、
此
外

ニ
ハ
絶

エ

・　

　

　

，　
・
　

Ｉ
　
　
　
　
．●
ド
『，
、
・
一　
，　
一
ィ

「
う
，

一．
　

Ｉ

テ
無

キ
ヤ
ウ
ナ
ン
バ
、
今

工
翁

ノ
説

二
、
自
説

フ
モ
加

へ
ぇ
右

ツ
ユ

痛
ン
章

ツ
旧

図
フ

モ
付

シ
ォ
後―
人

′
ガ
探
検

ノ
資

ェ
供

ス
ｏ

続
日
本
紀
、
称
徳
天
皇
神
護
景
雲
元
年
十
月
辛
卿
、
勅
、
見
工

陸
奥
国
所

一
レ．
奏
、
即
知
、
伊
治
城
作
了
、
自

レ
始
至

レ
畢
、
不

レ
満

二
三

句

一
、
朕
甚
嘉
焉
、

云
々
、
十

一
月
乙
詭

、
置
二
陸
央
国
栗
原
郡

一
、
本
是
伊
治
城
也

（
乙
Ｅ
、
蓋
誤

）

此
文

ニ
テ
伊
治
城
址

か
、
栗
原
郡
中

ニ
ア
ル
ベ
キ

コ
ト
知
ラ
ル
、
本
是
伊
治
城
也
卜

か
、
本
是
伊
治
城
管
下
之
地
也

フ
意

ニ
テ
後
紀
、
延
暦

二
十
三
年
十

一
月
癸
已
ノ
条

二
秋
田
城

ヲ
停

メ
テ
郡

卜
為

ス
、

ト
ア
ル
ト
同

ジ
カ

ル
ペ

シ
、
伊
治
城

ノ
名

か
、

此
後

モ
屋
史

二
見

ユ
レ
バ
、

固

ヨ
リ
城

ヲ
廃
セ
ラ
レ
ツ

ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、

且
建
郡

ノ
後

二
伊
治
村

ノ
名

モ
見

エ
メ
リ

同
二
年
十
二
現
丙
辰
、
勅
陸
奥
国
管
内
及
他
国
百
姓
薬

レ
住

二
伊
治
桃
生

一
、
者
、
宜

下
任

二
情
願

一
随

レ
剰
安
置
、
依

レ
法
給
復

上
、

同
三
年
二
月
丙
辰
、
勅
陸
奥
桃
生
伊
治
二
城
営
造
己
畢
、
阪
土
沃
撲
其
毛
豊
饒
、
宜
丙
令

工
坂
東
入
国
二

各
募
二
部
下
百
姓

一
、
如
有
下
情
好

二

農
桑

一
就

二
彼
地
利

一
者
上
、
則
任

レ
願
移
徒
随

レ
便
安
置
、
法
外
優
復
、
令
る
民
楽
甲

レ
遷
、
六
月
丁
未
、
浮
君
百
姓
二
千
五
百
余
人
、
置

二



陸
奥
国
伊
治
村

一
、

桃
生

ト

ハ
同
国
桃
生
郡
桃
生
柵

フ
云

ヒ
ン
ナ
リ
、
和
名
抄

二
云
桃
生
、

毛
牟

乃
不
、

も

の
ふ
卜

云
フ
正
字
通

工
云
、
若
与

レ
蕩
通
、

光
仁
天
皇
宝
亀
九
年

六
月
庚

子
、

賜

二
陸
奥
出
羽
国

司
以

下
、
征
戦
有

レ
功

二
千

二
百
六
十
七
人
爵

授

二
按
察

使
正

五
勲

五
等
紀
朝
臣

広
純
、

従

四
位
下

・
勲
四
等
二
、
中
略
伊
治
公
皆
麻
呂
、
授

二
外
従

五
位
下

一
、

自
余

有

レ
差
、

皆

ハ
玉
篇

二
、

国
毀

也
ト

ア
リ

テ
、

あ
ざ
け

る
意

ナ
リ

ト
云
太
神
宮
儀
式
帳
、
壼
志
県
造
等
遠
祖
、

建
皆

子
、

又
砦
鹿

国
ナ
ド
見

工
、
神
名

帳
壱

志
郡
阿

射
加

ト

モ
見

工
和
名
抄
備

中

ノ
英
加
郡

ノ
郷

ノ
皆
部

二
安
多

ト

ア
ン
ド
、
今
土
人

ハ
あ
ざ

ベ

ト
云

ヒ
同
書
参
河

ノ
碧
海
郡

ノ
郷

二
、

皆
見

モ
ア
リ
豊
後

ノ
地
名

二
砦
上

ト
イ

フ

モ
ァ
リ
、

万
葉
集
巻

二
十

ノ
服

部

砦

女

モ
、

あ

ざ

め

ナ

ル
ベ

ン
サ

レ
ズ
伊
治
公
皆

麻

呂

モ

「
ぁ
ざ

な
ろ
」

ト
コ

ム
ベ

ン

同
十

一
年
三
月
丁
亥
、

陸
奥

国
上
治

郡
大
領
、
外
従

五
位
下
伊
治
公
皆
麻

呂
反
、
率

三
徒
衆

一
殺

三
按
察

使
参
議
従

四
位

下
紀
朝
臣
広
純

於

二

伊
治
城

一
、

上
治
郡
詳

ナ

ラ
ズ
。
伊
治

郡
ノ
誤
ナ
ラ
ン
ト
ノ
説

ア
リ
、
従

フ
ベ
キ
カ
、
郡

ノ
大
領

か
本
郡

ノ
人

ヲ
以

テ
任

ズ

ル
例

ナ

ン
パ
ナ
リ
、
然

レ
ド

モ
、
史

工
伊
治
城
、

伊
治

村

ノ
称

ハ
見

ユ
レ
ド

モ
、
伊
治
郡

ノ
称

か
見

エ
ズ
、
若

ン

ハ
栗

原
郡

元
卜
伊
治

城

ナ

レ

′く
相
通

ジ

テ
記

ン
タ

ル
モ

ノ
ヵ
、
或

云
伊
治
郡

ン
上
下

三
郡

三
分
称

シ
タ

ル
モ
ノ
ヵ
卜
、
然

ン
ト

モ
上

治
郡

ノ
称

ス
ラ
覚
束

ナ

ン
、
況

ヤ
下
治
郡
無

キ
ヲ
ヤ

広
純

、
下
略
宝
亀
中
、
出

為
二
陸
奥
守

一
尋
補

二
按
察
使

一
、
在

レ
職
視

レ
事
、
見

レ
称

二
幹
済

一
、

伊
治
砦
麻

呂
、

本
是
庚

停
之
種

也
、
初

縁

レ
事
有

レ
嫌
、
而
砦
麻

呂
匿

レ
怨

陽
媚

二
事
之

一
、
広
純

甚
信
用
、
殊
不

レ
介

レ
意
、
又
牡
鹿
郡
大
領
道

嶋
大
楯
毎

炎

三
侮
砦
麻
呂

一
、
以
二

夷
律

一
過
焉
、

皆
麻
呂
深

衛

レ
之
。
時

広
純

建
議
、
造

三
覚
鼈
城

一
、
以
遠

三
戊
候

・
因
率

二
律
軍

一
入
、

大
楯

皆
麻

呂
、
並
従
、
至

レ
是
皆

麻
呂
白

為

二
内
応

一
唱

二
誘
停

軍

一
而
反
、
先
殺

二
大
楯

一
率

レ
衆

囲

二
按
察
使
広
純

一
攻
而

害

レ
之
、　
独
唯
介
大
伴
宿

扁
真
綱
開

三
囲

一
角

・

而
出
、
獲

レ
退

二
多
賀
城

（、
其
城
久
年
国
司
治
所
、

兵
器
根
蓄

不
レ
可
三
勝
計

一
、
城
下
百
姓

競

入
欲

レ
保

二
城

中

一
、
而
介
真
綱
、

橡
石
川
浄

― シ _



足
、
潜
出

二
後
門

一
而
走
、
百
姓
遂
無

レ
所

レ
縁
、　
一
時
散
去
、
後
数
日
、
賊
徒

乃
こ
争
取

二
府
庫

・ヽ
之
物

一
尽

レ
重
而
去
、
其
所

レ
遺
着
放

レ

火
而
焼
焉
、

齢
持

ハ
鼈

二
同

ン
、
覚
鼈
城

ノ
遺
址
、
未

夕
詳
ナ
ラ
ズ
、
然

レ
ト
モ
同
書
同
年

二
堀
丁
酉

ノ
条

二

「
直
進

二
賊
地

一
因
造

二
覚
鼈
城

一
、
」

ト

モ
見

ェ
、

「
宜

下
造

二
覚
鼈
城

一
浴
上

レ
碍

二
胆

沢
之
軋

一
、
」
ナ
ト

モ
見

エ
テ
、
伊
治
城
辺

ヨ
リ
北

二
進
ミ

テ
胆
沢

ノ
蝦
夷

ヲ
征

セ
ン
ガ

蒲

二
作

ラ

ン
シ

ヨ
ト
知

ラ
ル
レ
パ
、
伊
治
城
以
北

ニ
テ
磐

井
郡
中
ナ
リ
ヶ
ム
ト

ハ
推

ン
量

ラ
″
出
ナ
リ
、

近
藤
芳
樹
翁
ノ
「
十
符

フノ菅
薦
」
ノ
附
言
二
「
覚
鼈
城
云
々
、
今
鎮
守
府
ノ
つ
ぁ
と
速
抹
ら
で
、
聞
別
ナ
ト
イ
ァ
地
、
絶
エ
テ
無
シ
、
府
址

か
即
チ
胆
沢
城

≡
サ

ニ
城
接
近
ナ
ラ
ム
モ
、
理

工
合

か
ズ
、
或

か
云
今

ノ
栗
原
郡

ノ
北
境
、
国
道

工
有
壁
駅

ア
リ
駐
即
チ
ッ
簿

ナ
リ
＋
、
此

説
牽
強

ナ
ル
ォ
．ミ
ナ
ラ
ズ
、
覚

ノ
字

フ

「
功
」
ト
ノ
ミ
用
イ
グ

ル
例
ヲ
知
ラ
ズ
、
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

覚

ノ
字

ハ

「
か
く
」

「
か
か
」
又

ハ

「
か
き
」
ナ
ド
ト
外

か
用
イ
ラ
ン
ズ
和
名
抄
武
蔵
国
荏
原
郡

ノ
郷
名

二
覚
志
加
加
之

ア
リ
、
同
書
摂

か
，

，

津
国
兎
原
郡

ノ
郷
名

二
、
捧
繋

モ
ア
リ
、

元
明
紀
霊
亀
元
年

正
月

ノ
条

二
、
南
鳥

ノ
倖
覚睾

（
今ヽ

ノ
沖

縄

ノ
石
垣
島

）
ナ
ド

ア
ル
是

レ
ナ
リ
、
　

一

二
、
上
代

ノ
道
路

か
今

ノ
国
道

ヨ
リ

ハ
西

ナ
リ

ン
ガ
如

ン
、

陸
奥
話
記

二
源
頼
義
栗
原
郡
営

岡

ヨ
リ
松
山
道

二
趣

キ
、
磐
井
郡
萩
馬
場

工
到

ル
ト

ア
リ
、
吾
妻
鏡

二
源
頼
朝

が
征
奥

ノ
路

フ
玉
造
郡
、
葛

岡
郡
、
松
山
道
津
久

毛
橋
、
平
泉

卜
次

第

ツ
メ
リ
、
今

玉
造
郡
岩

手
山

町

ノ
北
、

二
葛
岡
村

ア
リ
、
又
栗
原
郡
岩
ケ
崎
町

ノ
南
、

八
幡
村

二
営

岡

ア
リ
、

ノ
レ
ョ
リ
磐
井
郡

ノ
上
黒
沢
村
赤
荻
村

フ
歴
テ
、
平
泉

二
出
デ
歩
ル

ナ
リ
、
是

レ
当
時

ノ
道
路

ニ
テ
上
代

ト
テ
モ
此

´
如

ク
ナ
リ

ン
ナ
ル
ベ
ン
、
今

モ
土
人

か
、

コ
ン
フ
上
海
道
又

か
秀
衡
衡
道

ト

モ
云
フ
、
今

ノ
有
壁

ノ
国
道

ハ
後
世
開

キ

ン
モ
ノ
ャ
ゥ

ェ
思

ハ
ル
、

サ又
或
人

か
、
覚
鼈

か
さ
め
か
め
卜
訓

ズ
ナ
ド
イ

ヘ
ド
、
サ

ル
地
名
、
何
処

ニ
モ
聞
カ
ズ
、
鼈

（
音
読

ニ
テ
蝦
夷
話

二
川

フ

「
べ

つ
」

ト
イ
ン

ニ
埋

メ
メ
ル
字

ナ
ル
コ
ト
論
ナ
ヵ
ラ
ム
、
栗
原
郡

ノ
式
内

ノ
神
社
遠
流
志
別

か
、
続
紀
霊
亀
元
年
十
月
丁
丑

ノ
陸
奥
蝦
夷
良
志
別
ナ

ル
ぶ
ク
、

此
ノ
別

モ
鼈

ェ
同
ジ
、
以
上
事
甚
ダ
枝
棄

二
渉

ン
ド

モ
覚
鼈
城

フ
説

キ
グ
ル
モ
ノ
少
ヶ

ッ
パ
顕
ミ

ニ
云

フ
＞

ミ



日
本
後
紀
種
武
天
皇
延
暦
十

一
年
正
月
丙
寅
陸
奥
国
言
、
斯
波
村
夷
胆

沢
公
阿
奴
志
包
等
遣

レ
使
請
日
、
已
等
思

レ
帰

二
王
化

一
何

日
忘

レ
之
、

而
為

二
伊
治
村
律
等

一
所
レ
遮
、
無
ジ

由

二
自
瑳

一
、
願
制

三
彼
迷
聞

一
、
永
開

二
降
路

一
、
云
々

同
十

五
年
十

一
月
己
丑
、
陸
奥
国
伊
治
城
、
玉
造
塞
相
去
廿

五
里
、
中
間
置

レ
駅
以
備
機
急
、
戊
申
発

二
相
模
武
蔵
上
総
常
陸
上
野
下
腎
出
羽

越
後
等
国
民
九
千
人

一
遷
置

二
陸
奥
国
伊
治
城

一
、

同
二
十

三
年
十

一
月
舟
寅
陸
奥
国
栗
原
郡
新
置

二
三
駅

一
、

斯
波
村

ハ
後

ノ
紫
波
郡

ナ
リ
、
玉
造
塞

ハ
玉
造
郡
中

ナ
ル
ペ
ケ

ン
ド
、
其
故
址
今
知

ル
ペ
カ
ラ
ズ
、

サ

ン
ド
伊
治
城
址
、
決
定

セ
ズ
此
三
十

五
里

ノ
字

ハ
玉
造
塞
址
ヲ
索

ム
ベ
キ
好
材
料

ナ
ラ
ム
、

伊
治
城

ノ
墟

か
、
今

ノ
陸
奥

国
栗
原
郡
城
生
野
村

ノ
地

ナ
ラ

ム
ト
云

フ
、
栗
原
郡

ノ
北

境

二
四
条

ノ
小
山
脈

ア
リ

テ
併
行

ン
テ
西

ヨ
リ
東

へ
走

り
其
各
山
脈

ノ
間

三
条

ノ
谷
ノ
成
セ
リ
、
其
谷
ヲ

「
は
さ
な
」
ト
イ
ヒ
テ
、
迫

ノ
宇
ヲ
記

ス
其
三
峡

ヲ
南

ョ
リ
北

へ
数

ヘ
テ
、　
一
ノ
迫
、
ニ
ノ

・

迫
、
三
ノ
迫
ト
イ
ヒ
、
此
三
峡

二
各

一
条
ノ
川
ア
リ
テ
、
亦
西
ヨ
リ
東
へ
流
レ
亦

一
ノ
迫

川
、
ニ
ノ
迫
川
、
三
ノ
迫

川
卜
名
ヅ

ク
、
今

ノ
東
一八
青
森

間

ノ
　
黎

国
道

ハ
、
此
三
峡

フ
南

ヨ
リ
北

へ
横
断

ン
テ
通

ジ
、
城

生
野
村

ノ
伊
治
城
址

（
正

工
国
道

二
当
リ
テ
、　
一
ノ
迫
川
卜
三
ノ
迫
川
卜
合
流
ス
ル
所

≡

換
マ
リ
テ
ア
リ

（
三
川

ノ
末

ハ
、

一
ツ

ニ
合

ヒ
テ
単

二
迫

川

卜
称

ン
テ
く

末

ヌ
東

南

二
流

レ
テ
北

上

川

工
入

ル

）

城
生
野
村

か
北
隣

ナ
ル
富
村
卜
合

ン
テ
今

ハ
富
野
村
卜
改
称

セ
リ
、
谷
ヲ

「
は
さ
な
」

ト
イ

フ

′、
皇
極
紀
三
年
十

一
月

ノ
条

二

「
入
鹿
家
日

二

谷
宮
門

一
」
ト
ァ
ル

ニ
註

ン
テ

「
谷
比

云

波
佐

麻

」
、
ト

モ
ア
リ

テ
、
古
言

ナ
リ
、
尾
州

ノ
補
狭
間
、
和
州
高
市
郡
冬
野
村

ノ
滑
谷

ナ
ド

同

ジ
、

城

生

野

村

ノ
伊

治
城

址

ナ

ラ

ム
ト
指

ス
地

か
、

方

六

七

町

ア
リ

テ

地

形

略

円
形

フ

成

セ

ル
岡

野

ニ
テ
西
南

高

ン
、

北

フ

前

面

ト

ン

ニ

ノ

迫

ノ

狭
間
ヲ
望
ミ
テ
、
真
下

二
二
ノ
迫
川

（
一
名
荒
瀬
川

）
ヲ
控

へ
、
西

ハ
古

へ
黒
瀬
沼
卜
云
フ
大
沼
ナ
リ
キ

（
今

か
田
ト
ナ
ル
）
又
城
址
ノ
南

ョ

リ
東

ヽ
カ
ケ
テ
ハ
一
ノ
迫
川
廻
流
ン
テ
城
址
ノ
東
北

二
至
テ
、
ニ
ノ
追
川
卜
落
合

フ
、
其

一
ノ
迫
川

ヨ
リ
東
南
ナ
ル

一
帯
ノ
地

モ
古

ヘ
ハ
大
沼



ニ  リ 其 址  サ  ユ り 三 南 央 ノ 奥 坂 如 ニ

城 テ 分 北 城 ノ ラ ル 史 ⌒ 十 ナ 東 西 介 下 ク テ
簸 ^村 二 生 外 パ ハ ノ 城 町 ル ニ 南 大 ノ

｀
¬

ノ 若 セ 接 野 郭 柵 所 神 址 許 築 偏 偶 伴 サ|1此 い
西 シ ツ シ 古 モ 戸 「・H護 中 二 館 ン ハ 真 底 崖 ぢ
ナ ク 由 テ ク 北 卜 柵キ景 ナ

｀
駅 テ 甚 綱 ン` 二 沼

ル ハ ナ か ハ ハ イ 戸Ⅲぺ雲 ル な ヨ 唐 ダ 伊 板 幅 咀

黒 栗 レ 富 城 胆 フ ナ 三 照 い り 崎 高 治 岩 六 ト
瀬 原 ′ヾ 村 野 沢 モ ル 年 明 か 来 ト ン 城 ナ 七 イ
ノ 郷 富 ア ト サIIノ ペ ニ 寺 ど り 称 大 エ ル 間 ヒ

地 内 村 リ ノ ニ ハ ク 浮 ハ 屋 テ ス 仏 居 二 切 シ
ハ ニ ｀

西 ミ 限 当 柵 宕 天 敦 郭 ル 山 テ 橋 り 由
往 テ 黒 二 記 り 時 戸 ノ 平 卜 内 地 卜 停 柱 通 ナ
時 V瀬 接 ン

｀
皆 ハ 百 中 イ フ ア イ 軍 フ シ リ

十 古 皆 ン タ 夫 郭 屯 姓 ノ フ 北 リ フ ェ 建 テ
｀

六 城 古 テ リ レ 内 田 二 車 地 二
｀
頂 攻 テ ナ||⌒

町 址 ヘ ハ ト ヨ ニ 兵 千 創 ア 買 其 ニ メ タ 端 今
余 ヲ ハ 黒 云 り 住 ナ 五 ナ リ キ 畑 大 ラ リ ニ ハ

ノ 開 栗 瀬 ⌒ 十 七 り 百 り 関 テ 中 仏 レ ト 下 田
大 キ 原 ア 加 五 ン ン 余 V塞 走 二 殿

｀
覚 ル 里

沼 テ 村 り 美 六 メ ガ 人
二 分 ノ 富 君[町 夕 如 ヲ

テ 村 地 村 南  ル  シ 伊
其 ン ナ ノ 中 ニ モ

｀
治

西 城 り 西 新 堀 ノ 今 村
ノ 野 シ 隣 田 跡 卜 城 エ

岡 ノ ヨ フ 町 ア モ 址 置
工 名 卜 栗 ノ リ 考 ノ ク
長 ヲ 分 原 北 当 証 四 ト

者 存 明 村 二 時 ス 方 見
ガ セ ナ ト モ ノ ル 六 エ

原  シ  リ ス 城シ 諸  ヲ 七  ｀
長 モ

｀ ｀
生ヤ 城 得 町 延

者 ノ 其 黒 村ウ規 ム ア 暦
屋 二 地 瀬 卜 模 カ ル 十

敷 ハ ニ ノ イ 皆
｀ フ 五

ナ ア 包 地 フ 大 多 見 年
ド ラ

ー
ヽ ガ ナ 賀 レ ニ

イ ジ レ 富 ア リ 城 ′ミ 諸
フ カ ′ 村 リ ン 址 九 国
地 Ψ ル ノ  ｀ コ ノ 千 ノ

ア  城 部 生 卜 外 人 民
り  生 内 ハ 相 郭 ノ 九
｀  野 工 逢 参 モ 居 千
長  村 テ 生 照 方 フ 人
者  ノ 富 ｀ ス 六 モ ヲ

ト  地 村 園 ぺ 七 容 伊
モ ハ 生 ン 町 ル 治

駅    元  古  ナ  ｀ ア  ル 城

ナ レ 古 ア 囲 シ 坂 ト
ド リ 松 リ ノ ク ア ナ

置
｀
ア ^一 テ リ ル

ク 其 り 今 角  ｀ ｀ Ψ
ぺ 道 此 ハ フ 岩 坂 城
キ ノ 所 小 開 ノ ノ 址
地 城 地 堂 キ 面 中 ノ

勢 址 中 ニ テ ニ 程 南
ニ ノ ヨ 石 多 径 二 面
テ 岡 り 地 賀 三 桝 ナ

伊 ヲ 時 蔵 城 四 ///ル
治 北 々 ヲ ニ 尺 ト ー

城 へ 屋 安 逃 ノ モ ノ

ノ 下 瓦 ス レ 孔 云 迫

前 ル フ ト メ 三 フ ナII

門 坂 掘 云 り 所 ペ ノ

ノ ノ 出 ▼ ト マ キ 岸

跡 辺 ス 夫 イ デ 処 ハ

ナ
｀
ト レ ア 水 ア 断

ラ 正 云 ヨ ハ 中 り 崖
ム 門  将  り 此  二  ｀ 四
カ ノ 軍 西 後 見 是 五

卜 跡 ノ ハ F弓
ユ レ 丈

云 ナ 居 山 ナ ト 古 ア

是 ラ ナ 続 り 云 ヘ リ
レ ム リ キ ン フ ノ テ

伊  ト ン ナ  ナ  ｀ 後  屏
治 云 エ リ ラ 宝 門 風
城 又 ヤ

｀ ム 亀 ナ フ

墟 此
｀
又 力 十

´ ラ 立
ノ 所 国 城

｀
一 ム テ

大 ヨ 道 址 又 年 ト タ

勢 り か ノ 城 二 云 ル

ナ 北 西 中 址 陸 フ ガ

長      ト  ク   ド
ノ    栗  栗  ノ
俗    原  原  生
称    村  村  カ
ナ    内  ヨ V

リ  ニ  ニ
｀ 足  遷
胆
沢
城

ラ  ス
ム     ト
｀ 見

― 解 ―



レ
ズ
此
地

二
駅

ア
リ

ン
モ
ノ
カ
延
暦

二
十

三
年
栗
原
郡

二
新

工
三
駅

ノ
置

ク
ナ
ド

ア
ル
其

一
予

モ
ア
ラ
ム
カ
又
此
黒
瀬

ノ
地

二
鹿
島
呑
取

ノ
社

ア
リ
封
内
風

土
記

ニ
ハ
コ
ン
フ
式
内

ノ
栗

原
郡
香
取
御
子
神
社

ト
セ
リ
、

土
人
伝

ヘ
テ
云
フ
、

古

へ
黒
瀬
沼

二
大
鮎
住

ミ

テ
人

二
化

ツ
チ
長
者

ノ
女

工
通

ズ
、
女
其
帰

ル
所

ヲ
知

ラ

ム
ト

テ
緒
環

工
針

ン
テ
、
裳

二
刺

ン
タ
リ

ン

エ
其
針

二
難

ミ

テ
蛇
死

セ
げ
、
其
時
黒

キ
背

ヲ
引

キ

（
ヘ
タ

ル

ヨ
リ
黒
瀬

ノ
名

ア
リ
、
大
蛇

失

セ
テ

ヨ
リ
水
涸

ン
テ
田
ト
ナ

レ
リ

一ズ
、

城
生
野
村

ヨ
リ

一
ノ
迫
川

ヲ
隔

テ
テ
東
南

一
帯

ノ
地

か
古

へ
紗

タ

ル
水
沢

ノ
地

エ
テ
い
ぢ
沼

卜
称

ツ
タ
リ

シ

エ
慶
安

五
年

ノ
頃
ト
カ
国
主
封

内

巡
視

ノ
時

此
水
沢

ノ
空

地
フ
見

テ
、
随
従

セ

ン
国
老
古

内
主
膳

（
重
広

ナ
ラ

ム

）
二
．
賜

ハ
リ
開
拓

セ
ツ
メ

ラ

ル
、
因

ツ
テ

一
ノ
迫
川

ノ
上

流

ヲ

真
坂
村

エ
テ
堰
キ
テ

（
伊

豆
野
堰

卜
云

）
新

堰
フ
開

キ

（
新

堀

卜

云

）
其
流
末

ヲ
東
北

ナ

ル
若

柳
村
迄
通

ジ

グ
レ

〓ヾ
い
ぢ
沼

水
沢

ノ
地

ハ
皆
田

Ｆ

里
ト
ナ
リ

テ
今

ノ
堀

口
村

八
樟
村
沼
崎
村
刈
敷
村
伊

豆
野
新

町
等

ノ
村

里
ト

ハ
ナ

レ
リ
、

堀

国

（
新

堀

ロ
ノ
意

力
、
沼
崎

（
い
ぢ
沼

ノ
崎

力
八
樟

ハ
也
都
久

奴
宜

卜
訓

ム
、
此
村
内

二
伊

豆
野
権

現

ア
リ
明
暦

中
築
館

駅

ヨ
リ
移

ン
タ

ル
モ
ノ
ト

云
伊
豆
野
新

町

（
刈
敷
村

ノ
部
内

エ
テ
其

地

ノ
稲
荷
社

か
源
頼
義

ノ
勧
請

卜
伝

へ
承
応

中
古
内

主
膳
重
広

ノ
再
興

卜
封
内
風

土
記

二
見

ユ
、

此
新
墾
地

ノ
更

工
東
南

工
連

ン
ル
地

ハ
、
其

西
南

ナ

ル
築
館
駅

ヨ
リ
東
南

ナ

ル
若

柳
村

マ
デ

一
帯

ノ
岡
野

エ
テ
古

ヘ
コ
レ
ン
伊

豆
野
ド
イ

ヒ
其

南

工
伊

豆
沼

（
又
新
田
沼

）
ト
イ

フ
大
沼

現
在

ス
、
伊

豆

ハ
音
読

ニ
テ

「
い
ぢ
」

ナ

ル
ペ
キ

ハ
城

址

ノ
東
南

工

「
い
ぢ
沼
」

ノ
旧
称

ア
リ
其

東

南

二
伊
豆
野
、
伊
豆
沼

ア
ル

エ
テ
知
ラ

ル
、

「
ち
」

「
つ
」

「
し
」

「
す
」

ノ
清
濁
転
訛

ハ
奥
州

土
音

ノ
常

ナ
リ
而

ン
テ

「
い
ぢ

」

ノ
義

知

ル

ペ
カ
ラ
ズ
若

ツ
ク
ハ
蝦
夷
話
ナ
ド

エ
テ
伊
豆

ノ
字
音

フ
当

テ
グ

ル
モ
ノ
カ
、
然

ル

ニ
白
河
藩

ノ
広
瀬
蒙
斎

ガ
陸
奥

五
十

四
郡
考

補
遺

エ
ハ
伊

治

ハ

訓
読

「
こ
れ
は
る
」

Ｅ
ァ
馬

町

卜
声

近

ツ
ト
イ

ヘ
リ
常

陸

ェ
疵
衛
ガ

リ
伊

予

二
一

何

ア
リ
肥

後
沖
縄

ノ
地
名

二
原

ノ

「
は

る
」

卜
読

ム

モ
ア
リ
、

若

ン

ハ
伊
治
城
管
下

ノ
地
ヲ
郡

ェ
建

テ
テ
ル
ル
ト
キ
伊

豆

ノ
音
読

ナ

ル

ニ
新

二
訓
フ
施

ン
、
声

ノ
近

キ
ヲ
以

テ
栗
原

ノ
字

二
作

り
、
新

二
郡

ニ

― 必 ―



ノ

命
名

セ
ラ
レ
ン
モ
ノ
カ
、
音
読

ノ
地
名

ヲ
訓
読

ニ
ン
タ

ル
例

モ
ア
リ
、
　

　

　

′

ヤ
キ
ヅ

駿
河

ノ
益
頭
郡

ハ
日
本
武
尊

ノ
遺

跡

ニ
テ
焼
津

ナ

ル

エ
益
頭

ノ
字
音

ヲ
埋

メ
タ
ル

モ
ノ
ナ

ル
ノ
和
名

抄

二
か
又
訓
読

ン
テ
益
頭

二
末
志

豆

ト

註

ン
、

備
後

ノ
安
那
郡

ハ
旧
事
記

ノ
吉
備

ノ
穴
国
造
景
行
紀

ノ
吉
備

ノ
穴
海
、
安
閑
紀

ノ
ぁ
な

国

ナ

ル
フ
和

名
抄

ニ
ハ
安
那

二
、
夜
須
奈

ト

ン
グ
ル
ナ
ポ

ナ
リ
、
焼

ク
ト
イ
ヒ
穴

ト
イ
ア
モ
忌
ミ
テ
改
メ
タ
ル

ニ
ヤ
ア
ラ
ム
、
正
訓
ナ
ラ
ザ

レ

ノミ
腸
桶
読
ト
ナ
レ
リ
、
又
或
人

ハ
伊
治

ハ

「
い
は
る
」
卜
訓
ズ
ペ
ン
ト
イ
フ
サ

ン
ド
上
世
ノ
国
郡
郷
ノ
名

二
腸
桶
読

ナ
ル
ハ
極

メ
テ
稀
ナ
リ

サ
ラ

ブミ
伊
治

ノ
地

ハ
栗
原

ノ
地

卜
同

一
二
テ
古

ヘ
ハ
今

ノ
栗
原
村

ノ
辺

ヨ
リ
い
ぢ
沼
、
伊
豆
野
ノ
辺

マ
デ

一
地
ナ
リ

ツ
モ
ノ
ヵ
和
名
抄

ノ
栗
原

郡

ノ
栗
原
郷

ノ
地
は
今

ノ
栗
原
村
四
近

ノ
地
ナ
ル
ペ
ク
即

チ
伊
治
城
政
庁
所
在

ノ
地
ナ
レ
パ
、
郷
名
ト

モ
郡
名
ト

モ
セ
ラ
ン
ン
ナ
ル
ペ
ク
郡
家

モ
此

エ
ア
リ

ン
ナ
ル
ペ
ン
伊
治
城
址
ノ
略
説
右

ノ
如

ン
尚
識
者

ノ
考

ヲ
待

ン
、

留
守
文
書
元
弘
四
年
二
月
朔
日
ノ
モ
ノ

ニ
陸
奥
国
二
迫
、
栗
原
郷
内
外
栗
原

井
片
子
沢
内

云
云

（
片
子
沢
村
今

モ
栗
原
村

ノ
西

エ
ア
リ

）
ナ

ド
見

エ
テ
当
時
尚
栗
原
郷

ノ
名
フ
存

セ
リ

余
嘗

テ

「
こ
れ
は
る
」

「
ぐ
り
は
ら
」

ノ
説

ヲ
以

テ
伊
治
城
址

ハ
即
チ
今

ノ
栗
原
村

ノ
地
ナ
ラ
ム
ト
考

ヘ
ン
コ
ト
ア
リ

ン

ニ
、　
一
友

二
告
ゲ

一フ
ン
テ
栗
原
郡
旧
地
考
フ
見

テ
前
説

ノ
非

ナ
リ

ン
ア
知

ツ
リ
、
栗
原
村
内

ノ
上
品
寺

ハ
古

ヘ
ノ
栗
原
寺

ノ
跡

エ
テ
本
堂
屋
敷
、
西
ノ
坊
屋
敷
、

東
ノ
坊
屋
敷
、
其
外
カ
レ

コ
ン
ト
屋
敷
名
残
リ
テ
大
伽
藍
ナ
リ

ン
ヤ
ウ
ナ
リ
是

レ

モ
政
庁
所
在

ノ
地

工
縁

ア
ル
モ
ノ
カ

（
多
賀
城

ノ
傍

ナ
ル

高
崎
対
ニ
モ
七
堂
伽
藍
ノ
跡
ト
イ
ア
所
ア
リ
）
吾
妄
鏡
文
治
ム
年
二
月
十
日
フ
条
一
泰
衡
ノ
郎
従
大
河
次
郎
茶
た
、
栗
原
寺
二
潜
ミ
錦
イ
輝

巾
い
女
金
作
リ
ノ
太
刀
ア
着
ケ
タ
リ
ト
テ
土
民

二
怪

マ
ン
テ
殺
サ

ン
グ

ル
コ
ト
見

ユ
、

築
館
駅
ノ
薬
師
堂

か
孝
謙
帝

ノ
勅
願
所

ニ
テ
天
平
宝
字
四
年

ノ
車
創
ナ
リ
ト
伝

フ
ン
ド
伊
治

ノ
築
城
前

ナ
レ
パ
疑

ハ
ン
又
坂
上
田
村
麻
呂
源

頼
義
義
家
ガ
陣
営

ノ
跡

ナ
ル
営
岡

モ
栗
原
村

ノ
西
ナ
ル
入
幡
村

エ
ア
リ
其
村
内

ノ
入
幡

宮

モ
三
将
軍

工
縁

ア
ル
由

ノ
伝

ヘ
テ
其
奉
納

ノ
甲
冑

等
ヲ
存

ス
、
又
富
村

ノ
北
隣

二
姉
歯
松

ア
リ
古

歌

二
名
高

ン
、

一 認と一



註

　

「
陸
奥
国

伊
治
城
墟
考
」
は
大
槻
文

彦
博
士

が
、

明
治

三
十

四
年

四
月
史
学
会

で
演
説

し

た
も

の
で
、

「
復
軒
雑
纂

」

よ
う
抜
率
し

た
も

の
で
ぁ

る
。

「
東

北

に

於

け

る

上

古

の
城

柵

遺

蹟

」

伊

治

城

址

（
イ

）
大
槻
博
士
は
、
宮
城
県
栗
原
郡
富
野
村
城
生
野
を
以

て
、
其

の
遺
蹟

な
り
と
既
に
発
表
さ
れ

た
が
、
同
郡
尾
松
村
八
幡

の
営
岡

の
説

も
、
学
者
間
に
あ

る
。
今
按
ず
る
に
、
営
岡
は
玉
造
ょ
う
磐
井
に
至
る
古
道
に
当
り
、
且

つ
場
所
も
頌

る
形
勝

の
地
で
あ
る
か
ら
、
此
説

の
方

が
正
確

で
あ
る
様
だ
が
、
此
処
は
源
頼
義
と
清
原
武
則
と
兵
を
合
し
た
と
い
ふ
の
外
、
城
柵
ら
し
い
典
籍

も
な
く
、

又
数
年
科
学
的
史
料

の
投

・

査
に
苦
心
し
た
が
、
未
だ
に
何
も
の
も
発
見
し
な
ぃ
。
そ
れ
で
伊
治
城
は
、
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一

神
護

景
雲
元
年
十

一
月
、

置

三
陸
奥
目
栗
原
郡

一
、
本
是
伊
治
城

也
。

と
あ

っ
て
、
郡
政

を
本

か
れ

た
処

で
あ

る
か
ら
、
城

趾
が
同
郡
内

に
あ

る
べ
き
も

の
と
知
ら
る

る
故
、

郡
内
十
数

力
所

の
古

塁
に

つ
と
踏
査
せ

し
も
、
皆
遺
趾
ら
し
き
も

の
な
く
、
結
局

、
種

々

の
古
城
制

の
条
件

の
具
備

す
る
も

の
、
城
生
野

よ
り
外

に
な
い
こ
と
に
な

つ
た
。

（
口
）
城
生

野
は
、
現
今
古
道
と
呼
ば

る
る
岩
手
山
、
葛
岡

（
誰

母
城
ぁ
り

）
、
真
山
、
真
坂
、

岩

ケ
崎

を
通
じ

て
、
磐

井
に
至
る
衡
道

（
松

山
道

と
い
ふ

）
よ
り
、

二
塁
弱
東
方

に
偏
し
た
所

で
あ

る
。
実
際
古

代
は
必
ず
し
も

一
条

の
道

で
な
く
、

地
勢

に
因

つ
て
は
幾

条
も

の
道

を
進

ん
だ
も

の
な
の

で
、
従

っ
て
其

の
方
面

一
体

を
、

防
備

す
べ
き
築
城

の
位

置
は
、

必
ず
し
も

一
道
路
に
偏

せ
ざ

る

も
の
が
ぁ
ら
う
と
考

ヘ

ら
れ

る
。



「
伊

治
城
址

・
栗
原
古
駅
附
近
道
路

図
」

一

プ

閣
い
　
　
　
　
　
　
ヽ
と

工℃

古
駅
路
は
黒
川
、
色
麻
、
玉
造
、
栗
原
、
磐
井
と
次
し
て
、
其

の．
中

の
栗
原
駅
は
、
今
栗
原
郡
栗
原
村
に
て
、
村

の
西
南
端
に
長
者
屋
敷
と

と
い
ふ
土
塁
の
趾
も
あ
り
、
当
時
有
名

な
り
し
栗
原
寺

の
遺
趾
が
村

の
東
端

の
丘
陵
上
に
あ
り
、
曾

て
源
義
経
が
平
泉
に
落
ち
行
ぐ
と
き
（

此

路
を
過
ぎ
て
栗
原
の
別
当
房
に
宿
り
し
こ
と
義
経
記
に
見
え
、
又
源
頼
朝

が
泰
衡
征
伐
と
し

て
、
玉
造

よ
う
誰
母
城
を
占
領
し
、
次

で
栗
原
郡

津
久
毛
橋

の
戦
に
勝
利

を
得

て
平
泉

に
進

み
し
こ
と
や
、
大
河
次
郎
兼
任

を
栗
原
寺
に
誅
せ
し
こ
と

が
、
東
鑑
に
明
記
し

て
ぁ
る
を
見
れ
ば
、

柳

の
目

//プす
現
今
国
道

中
　
道

松
山
道
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彼
等
は
始
終
松
山
道

を
通
行
せ
ず
途
中

よ
り
中
道

を
進
ん
だ

の
で
ぁ
る
。
そ
し
て
中
道
に
栗
原

の
古
駅
あ

る
を
思

へ
ば
、
中
道
が
却

て
古
道

で

あ

っ
た
か
も
知
れ

ぬ
ｏ
そ
れ

で
此
古
駅

よ
り
、
十
町
程
隔
り
、
現
今

の
国
道
に
浴
う

て
い
る
城
生

野
の
伊
治
城
趾
は
、
強
ち
不
当

の
位
置
で
は

な
い
と
思
ふ
ｏ

東
鑑
支
治

五
年
八
月
二
十

一
日
条
、

袋
二
品

（
頼
朝

）
経

二
松
山
道

一
、
到

二
津
久
毛
橋

一
給
ｏ
梶
原
子
二
景
高
、
詠

二

一
首
和
歌

一
之
由
申

云
、

陸
奥

の
勢
は
御
方
に
津
久
毛
橋
　
　
渡
し
て
懸
ん
泰
衡

が
頸

祝
言
之
由
、
有

工
御
感

・
、

云
云
ｏ

（
か
）
伊
治
城
趾
が
形
勝
地
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
築
城
史

の
章
に
於

て
述
べ
た
通
り
で
、
城
内

も
広
く
、
紀
に
記
さ
れ
た
如
く
幾
千

の
柵

戸

を
移
住
せ
し
め
た
と
い
ふ
に
合

っ
て
い
る
ｏ
又
現
今
城
内
に
、
古
墳
と
副
葬
品

の
出
土
多
く
、
二

つ
城
内

の
大
仏
山

よ
り
燒
米
が
掘
り
出
さ

れ
、
城
内
の
唐
崎

（
昔
は
瓦
崎
と
い

へ
切

）
ょ
っ
は
、
多
賀
拡
同
様

の
古

瓦
を
発
見
し
て
あ
る
。

城
趾
は
北
面
し
た
数
町
の
合
地
で
、
中
に
城
生
野
村
の
人
家
数
十
戸
連
接
し
、
神
社
あ
り
、
寺
院
あ
り
、
学

校
役
場
あ
り
、
其

の
他
高
台

一

面
は
園
圃
で
ぁ

っ
て
、
其
の
畑
の
表
面
に
、　
一
寸
内
外

の
古

瓦
破
片
が
発
見
さ
れ
る
。
そ
し
て
大
な
る
吉

瓦
は
土
中
三
四
尺
発
掘

せ
ね
ば
出
な

い
ｏ
城
生
野
村
千
葉
来

の
発
掘
所
有

せ
る
平
瓦
は
、
東
京
大
学
に

て
、
千
有
余
年
前

の
も

の
也
と

の
鑑
定
書

を
同
氏
に
与
え
た
。

（
二
）
城
生
野
の
南
隣
宮
野
村
に
は
、　
一
ノ
宮
、
ニ
ノ
宮
神
社
あ
う
、
其
の
数
町
の
南
に
、
式
内
香
取
神
社
、
表
刀
神
社
、
志
波
姫
神
社
あ

り
、
城
生
野
の
北
方
数
町
の
処
に
、
邑
良
志
別
石
神
社
が
あ
り
、
皆
古
社
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
ホ
）
続
日
本
紀
神
護
景
雲
三
年
六
月
の
記
事
に
、
浮
堵
百
姓
二
千
五
百
余
人
、
置

二
陸
奥
国
伊
治
村

・
ｏ

日
本
後
紀
延
暦
十
五
年
十

一
月
の
記
事
に
、
　
　
　
・ヽ．‐．

発

一
相
模
、
武
蔵
、
上
総
、
常
陸
、
上
野
、
下
野
、
出
羽
、
越
後
等
国
民
九
千
人

一
遷
二
置
伊
治
城

・
。
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な
ど
ぁ
り
、
朝
廷

が
如
何

に
移
民
に
尽

さ
れ
し

か
を
知

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

（
へ
）
延
暦
十

五
年
紀
に
、

陸
奥

国
伊

治
城
、

玉
造
塞
、
相

去

三
十

五
里
、
中
間
置

レ
駅
、

以

備

二
機

急

一
。

と
あ

る
が
、

玉
造
塞

が
現
今

の
玉
造
郡
岩
出
山
と

す
れ
ば
、
城
生
野
遺

趾
と

の
距
離
、
　
一
里
六
町
制
と
し

て
適
当

で
ぁ

る
ｏ

中
間
駅
を
置

ぐ
と
あ

る
は
、
真

山
、
真
坂

の
両
所
な
ら

ん
ｏ
此
地
は
今
も
岩
出
山

よ
り
、
磐
井

一
の
関

に
至

る
古
道

の
駅
次

で
ぁ

る
。

（
卜

）
宝
亀
十

一
年

三
月
紀
に
、

陸
奥
国
上

治
郡
大
領
、
外
従

五
位
下
伊
治

公
砦
麻

呂
、
率

二
徒
衆

一
反
、

云
云

と
あ

る
。

こ
れ
は
陸
前

の
史
実

に
相

違
な
と
も
、
古

昔
も
現
今
も
其

の
上
治
郡

な

る
地
名

が
な

い
。

是
れ
誰

人
に

ヽ
、
其

の
場
所
に

つ
き
、
疑

を
は

さ
な
ざ

る
を
得
な
い
所

で
、
諸

説
紛

々
で
あ

る
。
予
按
ず

る
に

、
神
護
景
雲

元
年

に

「
置

工
陸
奥
栗

原
郡

一
、
本
是
伊
治

城
也
」

と
ぁ

る

か
ら
、

正
し
く

「
栗
原
郡

大
領

」
と
記
す

べ
き

を
、
伊
治
城

の
こ
と

を
、
伊
治
村

と
さ

へ
、
前
述

の
移
民

の
処

に
掲

げ
た
如

く
、
続

日
本
紀

に

記

さ
れ

て
あ
れ
ば
、
伊
治
は
栗

原
郡

の
代
名

詞
と

お
得
、

「
仲
浄
紳
大
領
」
と
紀
に
記
載

さ
れ

し
も

の
と
思
ふ
ｏ

而
し

て
、

其

の
伊

治

の
伊

の

古
字

は

れ
な
れ
ば
、
後
世
此
古
字

を
“
字

の
車
書
と
見
誤
り
、
上。
治。
榊
と

誤
記

せ
る
も

の
が
と
考

へ
ら
れ

る
。

（
∴
字

は

浬
槃
経
等
仏
書

に
用

ふ
る
伊
字

で
あ

る
ｏ
此
当
時
仏

教

最
盛

の
時

で
あ

る
。

）
と
に
角

に
、
史
実

に
照
し

て
、

皆
麻

呂
は
栗
原
郡

治

を
執

つ
た
も

の
で
、
彼

は
夷
種

な
る
故
、

軽
侮
慮
符

さ
る
る
も

の
と

思
ひ

て
、

反

を
謀
り
、
按
察

復
紀
広
純

を
殺

し
、
進

ん
で
多
賀
城

を
な
で
か
び

や
か
し
た
も

の
で
ぁ

る
。

此
時
朝
廷
大
に
驚
き
、
大
軍
そ
溌
し
て
五
道

ま
り
進

ま
し
め
ら
れ
た

が
、
其

の
五
道

の
地
名
に
よ
り
、
乱
源
え
る
伊
治
城

を
目
当
に
進
軍
し
た

も
の
で
ぁ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

註

　

「
東
北
に
於
け
る
と
古

の
城
柵
遺
蹟
」

な
る
文
は
、
池
内
儀
八
先
生
が

「
東
北
文
化
研
究
」
第

二
巻
第

一
号

（
昭
和

四
年

四
月

）
に
発

表
さ
れ
た
も
の
で
、

「
伊
治
城
址
」
に
関
す
る
部
分

を
抜
率
し
た
も

の
で
ぁ
る
ｏ

―‐30-



池
内
先
生
は
、
慶
応
二
年
七
月
、
福
島
県
若
松
市
に
生
な
れ
、
朔
治
三
十
七
年
六
月
工
切
大
三
十
年
■
月
ま
で
宮
城
県
築
館
中
学
校

（
現
築
館
高
校

）
教
諭
と
し
て
棒
職
し
、
郡
内
は
勿
論
県
内
の
城
址
を
調
査
さ
れ
、
そ
の
調
査
報
告
が
右
の
論
文
に
な

つ
た
も
の
で
ぁ

る
ｏ
そ
の
問
収
集
さ
れ
た
土
器
、
瓦
破
片
等
は
現
在
集
館
塙
校
に

「
池
内

ヨ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
も

伊

治

城

に

関

す

る

（
著

書

の
部

）

佐
久
間
一　
洞
　
巌

田

辺

希

文

佐

藤

信

要

奥
羽
観
蹟
聞
老
志
　
　
享
保
四
年

封

内

風
上

記

封

内
名

慣
志

関

養

軒

陸

奥

郡

郷

考

　

上

。
Ｔ

参 t

考

資

料

―θ′―



菊
　
地
　
仁

！
齢
　
　
　
奈
良
平
安
時
代
の
奥
羽
経
営
　
・
．大
四

日
本
歴
史
地
理
学
会
　
　
奥
羽
沿
車
文
論
　
　
　
　
　
　
　
大
五

古
田
　
良

一
博
士
還
暦
記
念
会

ヽ
東
北
史
の
新
研
究
　
　
　
．
昭
三
〇

古

代

史
談

話

会

宮
　
城
　
県

高

橋

富

雄

高

橋

富

雄

金
　
野

正

蝦

夷

　

　

　

　

昭

三

〇

宮
城
県
史
　
Ｉ

（古
代
、
中
世
史
）

蝦
夷
　
　
　
　
　
　
　
昭
三
入

古

代

辺

境

村

落

試

論

築

館
Ｂ町

史

　

抜

率

三

号

東
北
大
学
教
養
部
研
究
紀
要

昭
四
四

昭
三
七
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あ

が

「
伊
治
城
」
が
、
栗
原
郡
築
館．
町
城
生
野
の
地
に
擬
定
さ
れ
て
既
に
、　
一
世
紀
以
上
に
も
な
る
が
、
城
生
野
の
ど
こ
に
築
城
さ
れ
た
も

の
か
、
全
く
明
確
で
な
い
。
衰
た
、
そ
れ
を
明
確
に
で
き
る
キ
メ
手
に
な
る
資
料
に
も
と
ぼ
し
く
、
い
わ
ゆ
る

「
幻
の
城
柵
」
で
あ
る
ｏ

多
く
の
先
覚
者
た
ち
も
、
現
場
を
必
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
考
究
せ
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
別
記
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た
論
文
と
し
て
、
史
誌
上

に
．輝
い
て
い
る
が
、
そ
の
形
状
、
規
模
、
大
き
さ
等
具
体
的
に
は
全
く
不
明
で
あ
る
ｏ
し
か
し
、
粥
確
で
な
い
か
ら
と
い
つ
て
、
必
ず
し

も

「
伊
治
城
」
の
歴
史
上
の
価
値
は
変
わ
る
と
思
わ
れ
な
い
。
萩
野
ね
之
博
士
は
、
伊
治
城
を
栗
原
郡
に
築
き

（遺
跡
は
栗
原
郡
栗
原
村

に
あ
♭
）
、
尋
て
鎮
守
府
を
遷
す

（大
日
本
通
史
上
巻
）
、
と
述
べ
ら
れ
て
か
り
、
陸
奥
国
府
が
多
賀
鍼
か
ら
胆
沢
城
へ
移
る
衰
で
の
入

世
紀
後
半
の
東
北
地
方
、
と
く
に
宮
城
県
北
―
栗
原
郡
地
方
―
の
開
拓
や
蝦
夷
征
服
の
状
況
を
解
く
鍵
は
、
伊
治
城
な
の
で
あ
る
ｏ

ま
た
、
伊
治
城
築
城
後
十
こ
梓
に
し
て
、
中
央
政
府
を
震
憾
さ
せ
、
光
仁
天
皇
を
病
気
の
理
由
に
権
力
の
座
か
ら
退
け
さ
せ
た
反
乱
が
伊

治
城
に
起
こ
つ
、
そ
し
て
按
察
使
が
殺
さ
れ
、
多
賀
城
衰
で
焼
失
し
た
ｏ
伊
治
公
砦
麻
呂
の
反
乱
で
あ
る
。

こ
の
よ
多
に
、
伊
治
城
は
、
歴
史
上
重
要
な
意
味
を
も
つ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
明
確
と
は
い
え
な
い
点
が
あ
る
の
で
、
そ
の
確
定
の

手
が
か
り
を
得
る
た
め
、
昨
年
十
二
月
、
本
委
員
会
は

「
伊
治
城
跡
資
料
第

一
集
」
と
し
て
照
明
寺
に
威
す
る
出
土
遺
物

（町
指
定
文
化

財
）
の
中
か
ら
布
目
瓦
や
土
師
器
、
須
恵
器
等
を
実
測
し
、
日
録
を
刊
行
し
た
が
、ィ
思
わ
ざ
る
好
評
を
い
た
だ
き
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
つ
た
ｏ
衰
た

一
面
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
欠
点
を
指
摘
さ
れ
た
り
、
要
望
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
と
に

「
伊
治
城
跡
資
料
第
二
集
」
を
刊
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行
し
、
そ
の
要
望
に
応
え
た
っ
も
っ
で
ぁ
る
ｏ
城
柵
の
研
究
の
資
料
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
ｏ
な
た
、

「
伊
治
城
跡
」
調
査
の
手
が
か

り
に
も
な
れ
ば
こ
れ
ま
た
望
外
で
す
。

こ
の
「
第
二
集
」
は
、
第

一
集
に
掲
載
で
き
ず
に
残
し
た
土
師
器
、
須
恵
器
の
全
部

（主
と
し
て
完
形
の
も
の
）
と
鐙
瓦
の
実
測
図
と

本
目
瓦
、
土
器
以
外

の
遺
物
の
多
ち
、
主
要
な
も
の
を
実
測
し
、
図
版
と
し
て
掲
載
し
た
ｏ
ま
た
、
本
目
録
に
載
せ
る
べ
き
で
な
い
と

思
う
が
、
照
明
寺
所
蔵
の
も
の
で
伊
治
城
地
域
外
か
ら
出
土
し
た
も
の
も
載
せ
、
好
学
の
人
び
と
の

「
参
考
」
と
し
た
。

さ
ら
に
、

「
伊
治
城
」
に
関
す
る
文
献
や
先
覚
者
た
ち
の
論
文
等
を
抜
率
し
、
な
た
関
係
資
料
を
も
採
録
し
た
。
な
か
、
文
献

・資
料

等
の
採
録
は
粗
漏
を
免
れ
な
い
こ
と
と
思
う
の
で
、
再
度
の
御
指
摘
、
御
助
言
を
賜
わ
つ
た
い
ｏ
こ
の
目
録
の
刊
行
に
あ
た
う
御
助
言
を

い
た
だ
い
た
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
加
藤
孝
先
生
と
実
測
に
あ
た
ら
れ
た
同
大
学
院
生
野
崎
準
君
に
心
か
ら
感
謝
申
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（文
責

　

金
　
野
　
　
　
正
）

昭
和

四

五

年

一
〇

月

二

八

日

築

館

呼

文

化

財

保

護

委

員

会
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昭
和
四
十
五
年

十

月
三
十
日
印
刷

昭
和
四
十
五
年
十

一
月

言
一
日
発
行

締
集
兼
発
行
人
　
一築‐館
阿
文
化
財
保
護
委
員
会

印

刷

所

南

部

屋

印

刷

所

発
　
行
　
所

宮
城
県
薬
原
郡
築
館
町
町
裏

築
館
町
教
育
委
員
会
事
務
局




